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  ①  目　　的
              本施工要領書は、本工事の仕様書及び設計図面に則して作成し、設計趣旨が関係部門に
　　　　　　よく徹底され、その要点が円滑に推進されることを目的とする。
　②　適用範囲
    　        本施工要領書は、　                                      　
　　　　　　のコスミックＦＲＰ防水　ベランダ・バルコニー防水工事に適用する。
  ③　施工及び管理
            本工事の施工及び管理に当たっては、係員の承諾を受けた施工図及び本施工要領書に

記載された事項に基づいて、正確かつ丁寧な施工を行い、充分な技術管理と作業管理を

行うものとする。
　④　疑義・変更
　　　　　　
          　  本施工要領書記載事項について、変更が生じた場合、または内容に疑義が生じた場合、
          　及び記載無き事項については、必要に応じて監督者と協議の上、承認を得る。

◆  １．   総          則  ◆
①    工事概要
	(１)
	工 事 名 称
	

	(２)
	所  在  地
	

	(３)
	施　　 　主
	

	(４)
	元 請 業 者
	

	(５)
	施 工 業 者
	

	(６)
	工　　　 期
	自
	年  月  日

	
	
	至
	年  月  日

	(７)
	施工箇所及び面積
	施工箇所

平 場

㎡

㎡

㎡

立上り

㎡

㎡

㎡

合 計

㎡

㎡

㎡



	(８)
	施 工 仕 様
	コスミックＦ―Ｂ２ 平 場：密着工法

立上り：密着工法


  ②　　材料メーカー
　 シーカ・ジャパン株式会社
東京都港区赤坂1丁目2番7号赤坂Kタワー7階

1 防水仕様

1． 工程表　
	行程
	　　　　　材料名
	　ｋｇ／㎡
	　　適用
	　　養生時間（ｈ）

	 －　
	下地処理・清掃
	
	
	

	 １
	コスミック・プライマーＳ
	０．２
	
	０．５～４．０

	 ２　
	コスミック・Ｆ
	０． 4
	
	１．０～４．０

	 ３
	コスミック・Ｆ
	０．７
	脱泡作業

脱泡作業
	１．０～４．０

	
	ガラスマット＃３８０
	１　層
	
	

	
	コスミック・Ｆ
	０．８
	
	

	
	ガラスマット＃３８０
	１　層
	
	

	
	コスミック・Ｆ
	０．7
	
	

	 ４
	コスミック・Ｆ（トナー添加）
	０．４
	トナー５％添加
	１．０～４．０

	 ５
	コスミック・Ｆトップコート
	０．３
	平滑・粗面
	４．０～


· 硬化剤はパーメックを使用する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※トナーは専用トナーを使用する。

【注意事項】硬化剤は有機過酸化物であるため取り扱いには十分注意する。

1） 加熱、火気は絶対に避ける。

2） 衝撃、摩擦を与えない。

3） 異物、特に金属類の混入を避ける。

4） 保存は直射日光を避け冷暗所に保存する。

5） 硬化剤を添加したＦＲＰ樹脂は硬化時に発熱するので残材は

温度が低下したことを確認して処分する。


①　　施工手順
　　 下地処理　　　防水施工前の確認

1） 既存FRP 防水層の表面研磨
2） アセトン清掃
3） 下地が乾燥しているか確認する。

4） クラック等は補修する。

5） 入隅には、ウレタンにてアールを取る。

6） 出隅部は、丸面処理を行う。

7） 勾配が取れているか確認する。

　　　　　　　　　　６）特に改修下地の場合は施工前に処理方法を要確認。

　　　　　　　　　　７）排水勾配は1/100以上とする。

平　場　　　　　施工要領

　　　　　　　　　

　　　工程　１　　●コスミック・プライマーＳ塗布（０．２㎏／㎡）

　　　　　　　　　　

1） プライマーＳは溶剤型１液湿気硬化型ウレタン樹脂です。

2） 塗布は刷毛・ローラー等を用いて均一に行い、液溜まりの無いよう注意する。

3） 下地への吸い込みに応じて塗布量を調整する。

4） 施工時の気温に即した乾燥時間を取る。

　　　　　　　　　　　※・プライマー塗布後のオープンタイムに注意する。

· プライマーは塗布後４時間以上経過すると接着力が低下します。

（夏場の炎天下では、１時間程度を目安とする）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

· プライマーの塗布後の乾燥不足はフクレ発生の原因となるのでコスミックＦ、パテ施工前はプライマーの乾燥を確認する。

　　　　　　　　　　　　（プライマー乾燥時間の目安：３０～６０分／２５℃）

　　　　　　　　　　　　・プライマー塗布後に降雨・工事の都合で塗り置き時間を過ぎた場合はプライマー表面をサンディングしプライマーを再度塗布する。

　　　　　　　　　　　　（本処理が行われずにプライマーの塗り重ねを行った場合は、プライマー間で層間剥離を起こす可能性がある）

· コスミック・Ｆパテ

· パテは下地の凸凹、隙間埋め、修正、ドレン回り等に用いる。

· パテを小分けした後は常に蓋を閉めて溶剤の揮発を防ぐ。

· パテを必要量小分けし、パーメックを０．５～１．０％添加し混合する。

施工時の気温によりパーメックの添加量を調整する。

　
	　 気 温
	　硬化剤添加量
	　    硬化時間

	 １０ ℃
	   １．５ ％
	　 ２０～３０ 分

	 ２０ ℃
	   １．０ ％
	　 １５～２５ 分

	 ３０ ℃
	   ０．７ ％
	　 １０～２０ 分


　　

　　　工程　２　　●コスミック・Ｆ塗布（０．４㎏／㎡）

1） コスミック・Ｆは弾性ポリエステル樹脂で、パーメックと所定の配合で

混合かく拌して使用する。
　　コスミック・Ｆとパーメックの標準配合比
	季節銘柄
	Ｗ
	Ｍ
	Ｓ

	コスミック・Ｆ
	１０００
	１０００
	１０００

	パーメック
	８～２０
	８～２０
	８～２０


2） コスミック・Ｆはローラーなどを用い０．４㎏／㎡均一に塗布する。

　　　　　　　　

　　　工程　３　　●コスミック・Ｆ塗布（０．７㎏／㎡）

１）コスミック・Ｆは弾性ポリエステル樹脂で、硬化剤と所定の配合で

混合かく拌して使用する。

２）コスミック・Ｆはローラーなどを用い０．７㎏／㎡均一に塗布する。

　　　　　　　　　●ガラスマット　＃３８０張り〔１層〕

3） コスミック・Ｆ塗布後、直ちにガラスマットを張り込む。

4） ガラスマットは重ね巾を５０mm以上取り、ほぐれた方を上にして張り込む。

5） 張り込みは立ち上がり部分より先行して行う。

●コスミック・Ｆ塗布（０．８㎏／㎡）

６）コスミック・Ｆは弾性ポリエステル樹脂で、硬化剤と所定の配合で

混合かく拌して使用する。

７）コスミック・Ｆはローラーなどを用い０．８㎏／㎡均一に塗布する。

８）コスミック・Ｆを塗布後、硬化前に脱泡処理を行う。

　　　　　　　　　　　　脱泡作業は、脱泡ローラーを使用し空気の混入の無いよう透明になるまで行う。

●ガラスマット　＃３８０張り〔１層〕

9） 　コスミック・Ｆ塗布後、直ちにガラスマットを張り込む。

10） ガラスマットは重ね巾を５０mm以上取り、ほぐれた方を上にして張り込む。

11） 張り込みは立ち上がり部分より先行して行う。

　　　　　　　　　●コスミック・Ｆ塗布（０．７㎏／㎡）

　　　　　　　

１２）ガラスマット張り込み直後に、硬化剤を所定の配合で混合かく拌しコスミック・Ｆ０．７㎏／㎡均一に塗布する。

　　　　　　　　　　１３）コスミック・Ｆを塗布後、硬化前に脱泡処理を行う。

　　　　　　　　　　　　　脱泡作業は、脱泡ローラーを使用し空気の混入の無いよう透明になるまで行う。

　　　　　　　　　※・表面硬化（人が上に乗って作業できる程度）を待って、次工程に入る。　

　　　　　　　　　　・表面硬化の目安　　　夏場　３０℃／（Ｓ）／１．０％＝約６０分

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冬場　１０℃／（Ｗ）／１．０％＝約９０分
　　　

工程　４　　●コスミック・Ｆ〔着色〕（０．４㎏／㎡）　

1） コスミック・Ｆに対してコスミック・Fトナー及びパーメックを所定の配合

で混合かく拌する。

　             コスミック・Ｆとトナー及び硬化剤の標準配合比
	季節銘柄
	Ｗ
	Ｍ
	Ｓ

	コスミック・Ｆ
	１０００
	１０００
	１０００

	コスミック・Fトナー
	５０
	５０
	５０

	パーメック
	８～２０
	８～２０
	８～２０


2） コスミック・Ｆにトナーを添加し色むらの無いように十分混合かく拌し、０.４㎏／㎡均一に塗布する。

　　　　　　　　　　３）トナーは比重が重いので、容器内で沈降している場合はかく拌して私用する。

　　　　　　　　コスミック・Ｆ〔着色〕塗布後、硅砂４号（スロープ部）または５号（平場）を散布する。

　 　

工程　５　　●コスミック・Ｆトップコート塗布（０．３㎏／㎡）

1） 工程４の防水層の点検を行いガラスマットの毛羽立ち等の不具合を補修する。

· ガラスマットのバリはサンドペーパー・低速サンダー等で除去する。

· 突起物、フクレ等は切開してガラスマットと共にコスミックＦで補修する。

· 工程４を終了して、１日以上経過あるいは、降雨があった場合は、表面目荒らし

等の処理を行う。

　　　　　　　　　・場合によりプライマーを補助的に使用する。

2） トップコートに対して硬化剤を所定の配合で混合かく拌する。

　　　　　　　コスミックトップ・Ｆトップコ－トと硬化剤の標準配合比

	季節銘柄
	　　　　Ｗ
	　　　　Ｍ
	　　　　Ｓ

	コスミック・Ｆトップコート
	　 　１０００
	     １０００
	     １０００

	硬化剤
	 　 ８～２０
	　　８～２０
	    ８～２０


　　　　　　　　

　　　　　　　　　３）色むらの無いように、０．３㎏／㎡均一にローラーを用いて塗布する。

　　　　　　　　　４）トップコートは骨材添加しており塗布前に均一に、かく拌する。

　　　　　　　　　※・原則としてコスミックトップＦ塗布硬化後の養生期間は８時間以上とする。

　　　　　　　　　　・トップコートの厚塗りは表面クラック発生の原因となるので規定量を守る。

立上り部　　　　　　　　　　　　　施工要領

　

　　　工程　１　　●コスミック・プライマーＳ塗布（０．２㎏／㎡）

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　平場参照

　　　

　　　工程　２　　●コスミック・Ｆ塗布（０．４㎏／㎡）

平場参照

　　　工程　３　　●コスミック・Ｆ塗布（０．７㎏／㎡）

　　　　　　　　　●ガラスマット　＃３８０張り〔１層〕

●コスミック・Ｆ塗布（０．８㎏／㎡）

●コスミック・Ｆを塗布後、硬化前に脱泡処理を行う。

　　　　　　　　　　脱泡作業は、脱泡ローラーを使用し空気の混入の無いよう透明になるまで行う。

　　　　　　　　　●ガラスマット　＃３８０張り〔１層〕

●コスミック・Ｆ塗布（０．７㎏／㎡）

●コスミック・Ｆを塗布後、硬化前に脱泡処理を行う。

　　　　　　　　　　脱泡作業は、脱泡ローラーを使用し空気の混入の無いよう透明になるまで行う。

　　　　　　　　　　平場参照　　自重でダレないよう充分に注意する。　　　　

　　　　　　　

　　　行程　４　　●コスミック・Ｆ〔着色〕（０．４㎏／㎡）　

　　　　　　　　　　平場参照

　 　　工程　５　　●コスミック・Ｆトップコート塗布（０．３㎏／㎡）

　　　　　　　　　　平場参照

②    施 工 管 理 体 制








③    下地調整
1） 清掃・洗浄

                    下地のほこり・塵・汚れ・油脂分を洗浄または皮スキ･ケレン等で除去する。
                  必要に応じて高圧洗浄を行う。
2） 下地調整・レイタンス除去作業

                  下地にぜい弱な部分がある場合、割れ・欠けがある場合，樹脂モルタル等にて下地調整　　　　　　　　を行う。
　　　　　　　　  下地の表面にレイタンス層がある場合、グラインダー・サンダー等でレイタンス層の除　　　　　　　　去を行う。
3） 乾　燥

                下地が十分乾燥していることを確認する。

④　　　気象条件

1）  天  候    

降雨時もしくは施工後３～４時間以内に降雨の恐れがある場合は施工を行わない。万が一施工中に降雨の恐れが判明した場合には、直ちに施工を中止する。特に旧防水層を撤去した場合は、階下に漏水しないよう養生シート等で覆う。

2） 気  温  

気温により硬化時間が左右されやすいので、季節にあったタイプの材料を使用すること。または専用硬化促進剤を使用する。なお、低温時(原則として５℃以下)の場合は施工を見合わせる。


        工事完了後、次の項目について検査を行う。
 ①　　硬化状況
              　目視、指触にて、行う。
 ②　　ダレ、ピンホール、ふくれの有無
              　目視にて、施工面全体を調査する。

①　　　作業注意事項
            　　１） 作業場に於いては、必ずヘルメットを着用しアゴひもをかける。
            　　２） 使用材料及び溶剤は、消防法による危険物のため指定数量を越す場合は、所定の　　　　　　　　　　 手続きを行った上で、取り扱い作業を行う。
            　　３）火災予防と対策のため、火花や裸火などの火気は近づけないように注意を払い、消火設備を設置しておくこと。
            　　４）貯蔵所は、使用材料に直射日光が当たらない場所とする。
            　　５）危険防止のため、荷揚げ設備周辺及び作業現場周辺に他の作業員を近づけない　　　　　　　　　　　　こと。また、危険物はみだりに廃棄しないこと。
                ６）危険物はみだりに廃棄しないこと。

            　　

以上の事項に注意し、危険の無いように作業する。                                                                             

②　　　工事現場の安全衛生の管理
            　　１）工事現場の安全衛生の管理は現場代理人が責任者となり、監督員と協議の上、　　　　　　　　　　　　安全に努める。
            　　２）工事現場において常に整理整頓し、清掃を行う。
            　　３）危険個所の点検・事故防止に努める。
                ４）火災予防に消火器を所定本数配置すること。
                ５）腕章着用またはヘルメット・作業服によって、部外者との見分けがつくよう
にすること。
            　　４）工事完了に際しては建物などの内外の後片付け及び清掃を行うこと。
            　　５）  工事現場への進入路が歩行者用道路場合、工事車両の進入に関しては充分に注意　　　　　　　　　　　すること。
            　　６）材料は、あらかじめ保管場所を定め、他に支障をきたさないよう保管する。
	免責事項

ここに記載された情報およびその他の助言は、シーカの推奨する通常の条件下で適切に保管、取扱および適用された場合の製品に関するシーカの現在の知識と経験に基づいて誠実に提供されるものです。本情報は、本書で明示的に言及されている用途および製品にのみ適用されます。基材の変更など、用途のパラメータが変更された場合、または別の用途に使用する場合は、シーカ製品を使用する前にシーカの技術サービスにご相談ください。本書に記載されている情報は、製品の使用者が意図された用途や目的に対して製品をテストすることを免除するものではありません。すべての注文は、当社の現行の販売および納品条件に従って受理されます。ユーザーは、常に該当する製品の最新版の製品データシート又は製品カタログを参照する必要があり、そのコピーはリクエストに応じて提供されます。
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